
平成２５年度ロボカップジュニアジャパン実行委員会議事録 

日時：２０１３年５月５日１８時３０分～１９時３０分 

場所：玉川学園大学 ９号館５００教室 

出席者： 

ブロック：畑（北海道）、小田（東北）、玉水（埼玉）、（群馬）、富永（関東）、吉楽（北信

越）、出村（石川）、高（静岡）、山田（東海）、平光（岐阜）、吉本（京滋奈）、中丹南丹、

村上（関西）、玉島（兵庫）、島谷（阪神）、岡山、山野（広島）、鳥取、島根、樋川（四国）、 

中村（九州）、沖縄 

運営委員：北原、玉島、蝉、金田 

ロボカップ日本委員会事務局長 

司会：北原、書記：玉島 

 

議事 

１）明日の確認（北原） 

●荷物の件について 

ホテルを出た皆様の荷物が大量に来る。これだけの準備をして頂いた玉川大学様にも、配

慮を払う必要がある。 

・いろいろなところでたくさんのルール違反（メンターも含む）があった 

・パドックを退去するときに、ゴミのチェックをお願いいたします。 

・大きな荷物を階段などの角に当てて破損させることも考えられるため、荷物を持って移

動しないように、荷物置き場をチャペルと定める。（玉川大学様の厚意による。） 

・荷物置き場（チャペル）の監視役を置きます。→８：００～最大１７：００ 

 保管（預かる行為）はしない。つまり、荷物に責任は持たない。 

適当に荷物を置いて壁を破損するなどの行為がないように、 

置き場所の指示、整理、注意 ３名（中島様、平光様） 

 大きな荷物を持っている方のみ。 

 なるべくホテル、コインロッカーに預ける。 

・パドックの完全撤収を１６：３０にします。最大１７：００ 

●閉会式について 

 全てのチャレンジの結果発表 ウェブへのアップまたは、ジュニア本部への報告時間 

 サッカー  １３：００ 

 サッカーB １３：３０ 

サッカーA １２：３０ 

 レスキュー １４：００ 

 ダンス   １３：３０ 

 プレゼン すでに賞状できています。 



１４：００には、受賞チームを出発させてください。 

 

２）ジュニア独立について（北原） 

＜背景＞ 

・補助金委託先の問題、シニアとの開催時期のずれが大きい。 

・ジュニアは毎年開かなければならないという事実。  

・成績証明書の発行について。 

・国際委員会からの登録の時期についての提案から移動した。 

  

＜改革案＞ 

・ジュニアジャパンは日本委員会から独立し、別法人とする。 

・シニアとの連携はこれまで通り密接に行う。 

・ジュニアの権威を委託を受ける 

・専任の事務員を置く 

・準備委員会を立ち上げ、６月法人申請→９月法人活動開始 

・今年度に関しては、日本委員会で JST の補助を受けて頂いて、世界大会の旅費補助とす

る。 

・プロセス、体制については資料の通り。 

・日本委員会の理事会について責任を取る人間は、金田理事、北原委員ということで、名

前を出している。 

⇒昨日(2013年 5月 4日)のロボカップ日本委員会理事会にて、条件付きで承認がおりた。 

・世界大会選抜業務（Japan National Committee of Robocup Junior）をジュニア新組織

に委託する。 

・３月末までの事業報告を理事会で行い承認をもらって更新をしていく 

・ジュニアの設立準備委員会が検討する内容について日本委員会理事会が責任を持って 

 面倒をみる。 

・その他資料にあります。 

 

●ロボカップ日本委員会理事会（総会）における決定事項の説明 

・法人化について 

一般社団法人が有力 

 会員に条件を付けることができる 

乗っ取りができないようにとなると、一般社団法人が適当 

 

●平成２４年度の世界大会の旅費補助について 

 従来の計算式により分配 



●理事からの意見 

次にしなければならないことは、設立準備委員会の中で、多数決で決める。 

設立準備委員会のメンバーは、ブロック長、運営委員、金田理事 

 

【質問】 

●平光（岐阜） 

 CoSpace旅費補助は JSTから出なかったのはなぜか。 

⇒決定したのは、３月なので、１２月のときにはお知らせできませんでした。 

 

●村上（関西） 

 独立は賛成。本当に大丈夫か？ 

⇒日本委員会事務局長から独立に関しての説明。 

 

北原委員 

●法人化が簡単。お金がいらない。 

●リアル準備委員会は、自腹での出席となるが、ご了承ください。 

 

●平光（岐阜） 

 ３月開催は、先生などに言われるが、困る。３日は長い。 

⇒北原委員より「全く逆の意見がある。」 

 

●今年度の合宿スケジュールの確認 

・関西ブロックより、８月１７日，１８日 大手門学院大手前校（天満橋）にて。 

交流戦などもあり。ユースホステル確保済み。翌日は、日本橋にてワークショップ。 

どちらか１日でも参加可。６月１日に webにて申し込み開始。奮って参加してほしい。 

 

●世界大会の枠の件 

 CoSpaceレスキューへの補助金は、運営委員に一任 →決定。 

CoSpaceダンスの参加可否は書類審査を行う。 

 

 本年度の世界大会の事前講習は、運営委員に一任 →OK 

 何か良い意見がございましたら、運営委員まで。 

 

●次年度のジュニアジャパンオープン（名称は今後検討）について 

 （第一候補として） 

場所：大阪国際会議場 



  日程：３月２１日（金）～２３日（日） 

３日間開催にするには、２０日の夜、徹夜で準備するしかない。 

 シニアと一緒でありながら、あれだけ大きな開会式をして頂いた。 

 参加数を増やすことができるのではないか。できることなら参加者数を増やしたい。 

  

●新井（群馬） 

・この大会のためにサッカーの審判講習をした。参加者を増やせば、審判に大変な負担を

かける。もし今回、審判講習会をしなかったらどうなっていたことか。 

   

北原委員 → 審判は、全国大会のときは、半強制各ブロックで審判を出すことを考えて

います。この関係で、OB会の設立を提案した。ある程度強く提案をして行くしかない。が、

旅費の補助について、予算が獲得できるように予算を組みます。全く審判が出ていないブ

ロックもあるので、今後は出してほしい。 

 

金田理事 

 CoSpace の技術委員会を立ち上げることを検討しなければならないので、宜しくお願い

いたします。 

 

閉会。 


